



























(1)(2)(3) Das Kapital. Buch I. K. Marx. Dietz Verlag Berlin， 1953.以下， Das Kapital 
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での一定期間の滞留は WI…W の機能を妨げるものとして現われる O 他方，
部門r，rの生産過程が中断なく，連続的に生産を遂行するためには，中断な


































(10) Das Kapital-I. S. 141.訳書， K-II.33頁。安部隆一著，前掲書， 33頁。




























に作用する。JDas Kapital-I. s. 133.訳書， K-I. 179-180頁。
ω Das Kapital-I. S. 134.訳書， K-I. 180頁。





bestimmten Nu凶 fdtzu erzklJ2〉
























Das Kapital-IL S. 133.訳書， K-1I， 180頁。
拙稿「有用的効果についての一考察JI経済学雑誌」第50巻第6号。
Das Kapital-r. s. 132.訳書， K-1. 179頁。










































側 Das Kapital-II. S. 118.訳書， K-I. 160-161頁。
ω Das Kapital-I. S. 235.訳書， K-II. 307頁。
ω Das Kapital-II. S. 118.訳書， K-II. 161頁。
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に入る生産手段はかかる一定の有用的効果:die beabsichtigte veranderungを
もたらすため合目的的に消費=実現されるo die beabsichtigte veranderungそ
のものは特定の自然過程としてなされる O つまり，それは使用価値の一変化過






















凶 Das Kapital-I. S. 133.訳書， K-II. 180頁。

























































側 Das Kapital-1. S. 39-40.訳書， K-I. 114頁。 なお，以下，使用価値につ
いての分析は安部隆一著，前掲書， 75-83頁参照。ことに使用価値，物の質的分析に
ついて。


























側 Das Kapital-1. s. 190.訳書， K-I. 336頁。
側 ebenda. s. 191.向上書， 338頁。なお， mるglichGebrauchswert，と wirklichund 
wirkend Gebrauchswert については安部隆一 r~価値論』研究J 79頁， 288-302頁参照。
倒 Das Kapital-1. S. 90.訳書， K-I. 115頁。







































































































(K2) は貯蔵商品の価値に入り込まず，従って保管費用 (K2) は貯蔵商品の

































段生産部門の総商品=(Lm) W' =3000， (iV)保管材料生産部門の総商品資本件〉























1. 4000c十1000v+ 1000m = 6000 
Ik・ 400c+ 100り十 100m=600 (但し， Ikは保管材料生産部門〉





る。前提により Ik部門内において 41 kmがこの部門に必要な保管手段とし
て控除されるO 本来的生産手段生産部門工に投下される保管手段の価値は 100
側 DasKapitall-lI. S. 133.訳書， K-IL 179-180頁。
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である。
(i) 4001 kc=400 1 c 
400工kcと 4001cが部門工内で相互転態、される結果 1kの 400cが現物填
補される。他方，本来的生産手段生産部門において，保管材料400cのうち300c
は生産手段として現物填補されるo 100cは保管手段として生産的消費されるが
故に 1001m と 1001kcが相互転態され，かくて 10001m のうち 1001m が
控除される。他方，100 1 kが保管手段として，本来的生産手段生産部門に実
存するO
(i) 96 1 kv= 96 IT c 








部門には，1000v + 900mが実存する。かくて，(1000v十9000)1 m = (1804c十96
(幼
m)IT と相互転態される。以上を分析図で示せば次の通り，
1 3600c十300c十100c+11000v十900m 1+ (100m) = 6000 
1k 3仲十100c+1函十戸両 1+ (例=600 











の 25Gでもって部門Eの lLより生活手段を購入するo A(25)-25G・25G-
(Lm)W(25)， TI， (Lm) W(25c )-25G，部門Eの資本家階級はこの 25Gでもっ
て部門Iの251mが実存する生産手段を購入し 25TIcの現物填補をなす。 TI，
(Lm)W(25c)-25G， 25G-(ρm)W(25)，工， (Pm)W(25m)-25G。かくて，部










資本家階級は lGを得る。 (Lm)W(1)-lG. この lGでもって 11kmが実存す
る保管手段材料を購買し，これを生産手段として lTIcを現物填補するo lG-
(めW(l). 1kの資本家階級は (k)W(lm)を実現し，可変資本として投下し
た lGを回収するo(k)W(l)-lG.かくて， 1kにおける 11kmが保管費用と
して控除される。再生産=流通形式にて総括すれば次の通り，







買o A(24)一 24G・24G-(L例)W(24)，l， (Lm) W (24m)-24G。部門Eの資
本家階級は投下した可変資本価値• 25Gを回収するo241mが保管費用として
控除され，A(24)として実存する O 総括すれば，
I (Lm) W(24m)一24G~ ・ ，24G-A(24) A(24)は保管過程にて
A(24)一 24Gピ・ ' 24G-(Lm) W(24) 生産的消費
以上， (i)---._，闘の全過程を前述の分析図に入れる。
3600c + 300c + 100c+11 1000v十 875m 卜 (25m) 1十(100m)=6000 
二二ご了一て二一一一一一一一一 I(A(25)) 
300c+ 100c+11笠v1-ト14U十9m十(同 1十( 4m)= 600 





生産物は，部門 1，1 k' Iにおいて保管手段として実存する O 生産関係とし
てみれば，保管手段=200は部門 1，1 k， Iの剰余価値より控除されたもので






















ある O 従って資本家階級相互において負担されるべき保管費用は 300(N)+b，
となるO ここで次のこの問題が生ずる。第一に 300(N)+ι が資本家階級相互




1 . 4000c + 1000v = 5000 保管費用 100c+25v=25 
Ik・ 400c十 100v=500 保管費用 4c+lv= 5 
I . 2000c + 500v = 2500 保管費用 96c+24v=120
年度末の総生産物の範式
1. 4000c十1000v十1000m= 6000 
1 k. 400c+ 100v十 100m=600 
I . 2000c + 500v十 500m=3000
6400c + 1600v + 1600m = 9600 
100c+25v+25m= 150(N) +bjj 




側 Das Kapital-II. S. 142.訳書， K-1[， 191頁。
側 ebenda. S. 142. 向上書， 191頁。
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総商品 W'(9600)が形成する貯蔵商品の保管のために 300(N)たる一定の有
用的効果が生産されかつ消費されるO その結果，総商品 ~V'(9600) の使用価値
は何ら生産されぬ。それどころか b1 部分の滅失はまぬがれぬ。然、し 300(N)
たる価値は追加され，かくて総商品価値は 9600+300(N)+b1 となるO 以下，
問題の簡単化のためb1部分を捨象するO かつ部門 1，125(N) =αl' 部門 1k' 
6(N)=r，部門IT，144(N)ニ戸とし次の分析図の如く保管費用 300(N)が分
割・追加されるとするo
1. 3600c + 300c十100c十1000v十875m+(25m)十(100m)ニ 6000+125(N) 
α11α12α13α21α22α23α24 
Ik・ 300c+100c十 96v十 4v+95m+(lm) + (4m) = 600十 6(N)
rll r12 r21 r22 723 724 r25 
IT. 1779c十(25c)十96c十99c十(lc)十500v十380m十(24m)十(96m)
= 300 + 144 (N) 
s11 s12 s13 s14 s15 s21 s22 s23 s24 
部門工における α11'α24，部門 Ikの r25' 部門Eのんl's22' s23はそれぞ
れの部門内で負担される保管費用である O
(i) (300c+ 100c+α12+α13) 1: (300c十 711十 712)1 kの相互転態




であれば相互相殺される。 α12十α13>711十 712の場合，その差額をムα とする。
部門 Ikはムαに相当するムGなる追加貨幣資本を投下し部門IはムGでも
って部門IT.よりムG に相当するムITcを購入する O 他方，Ikの資本家階級





























1600m = (6400c + 1600v) p'十(200c十500v)ρ，+ (200c十50v)
純粋な流通費用たる売買費用と異なる点は剰余価値より控除された 200c+










せられた剰余価値で、ある O 更に総剰余価1600mのうち 100mは保管手段生産部








が解ける O 更に Ik部門を空費としてみれば，400c十100vも，もともと本来的
生産部門より控除されたものであるO それ故，それは本来的生産部門の重荷
















重荷である O すなわち本来的生産部門よりの生産力の減少である O
保管手段材料生産部門においては生産された剰余価値は社会的総再生産=流
通としてみれば空費であるが，資本家階級にとっては無償であり，それだけ節
約される。
保管費用が生産した剰余価値は資本家階級にとっては空費の節約を意味す
る。従って，かかる剰余価値は一般的利潤率の形成に入り込まぬ。
保管費用として投下された資本部分に帰着する利潤は，保管労働が生産した
剰余価値ではなく，本来的生産部門において生産された剰余価値から割譲せら
れた剰余価値で、ある O 何故なら，もともと保管費用は空費であるから。
仙安部隆一「流通諸費用の経済学的研究J61-62頁。
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